
〜実⾏するための仕組みづくり〜

男⼥共同参画の視点からの計画の改定や取組
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群⾺県 渋川市



社会的に⼥性の参画拡⼤が叫ばれる中、市の審議会等への登⽤率が進まない

令和３年度に、「審議会等への⼥性委員登⽤に関するポジティブ・アクショ
ンプラン」を策定（⽬標︓⼥性委員の登⽤率３５％超）

防災分野においても⼥性の視点を取り⼊れ、⼥性の参画を進めるため、同年
「地域防災計画改定検討委員会」を設置
市の防災体制の根本的な⾒直しを実施

3つのポイント
・⼥性の視点の重要性を伝え、⼥性の積極的な選出
を呼びかけ、委員会の約６割が⼥性

・⾃治会、⾃主防災リーダー等の市⺠も参加
・防災担当部署だけでなく全所属から会議へ参画

渋川市の防災活動における⼥性参画の経緯

R3地域防災計画改定検討委員会の様⼦



地域の命を守る体制づくり委員会（R4~)
• 災害対策運営部会
改定した防災計画、マニュアルに基づく検証訓練

（実動訓練）の実施

• 避難の体制づくり検討部会
避難タイムライン（避難⾏動計画）の作成

• 避難所部会
避難所マニュアルの改訂
避難所レイアウトの作成
避難所設置運営訓練の実施

※すべての部会に⼥性が参画

実働訓練

避難タイムライン作成会議

避難所設置運営訓練



「避難タイムライン作成会議(R4~R7)」

会議の構成員
・防災担当部署以外の職員１名（進⾏役）
・⾃主防災組織
（⾃治会、⺠⽣委員、消防団、⼥性防⽕クラブ等）

⽬的
・地域住⺠の防災意識の向上
・防災活動への⼥性参画の推進
・平常時からの連携体制の構築
（顔の⾒える関係づくり）

作成会議の様⼦(ワークショップ)

市内にあるすべての自治会で
各地域の実情に応じた防災計画を作ろう

避難タイムライン⼀覧(R5年作成分)



仕組みづくりをしたことによる成果
• 防災の議論の場への⼥性の参画しやすさ
• 地域の防災活動に⼥性の参画拡⼤
• 平常時から⺠間と⾏政の協働体制の構築

⼥性の視点が⼊ったことによる成果
• 様々な⽴場のニーズに配慮した⽀援の必要性への気づき
• ⼥性の視点の重要性への意識の変化
• 安全、安⼼な避難⽣活への環境整備



まとめ
災害国⽇本では、いつ⾃分が災害に遭うかもしれない。そして、
災害時は、弱い⽴場の⽅々にしわ寄せが⾏く、災害に遭っても
すべての⼈が安⼼して暮らすためには、平常時の検討段階から
⼥性の参画が重要であり、⼥性の視点を取り⼊れた防災体制を
進め、地域の災害対応⼒を強化する必要がある。

今後の課題
現状の取り組みを継続、改善していく。
防災活動及び組織への⼥性参画を推進する。



伊⾹保温泉へお越しください


